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先
行
艇
は
順
調
、 

後
続
は
カ
ー
ム
に

　
当
日
の
葉
山
は
朝
か
ら
東
寄
り
の
軽
風

だ
っ
た
が
、ス
タ
ー
ト
直
前
に
南
が
入
り
、

一
転
、
初
島
ま
で
の
第
１
レ
グ
は
上
り
の

風
と
な
っ
た
。

　
こ
の
後
し
ば
ら
く
は
南
の
軽
風
〜
順

風
が
続
き
、
先
頭
集
団
は
難
な
く
初
島

へ
ア
プ
ロ
ー
チ
。〈ESM

ERA
LD
A

〉

（SW
A
N
 N
Y
42

）か
ら
、
午
後
３
時
前

に
初
島
ト
ッ
プ
回
航
の
ロ
ー
ル
コ
ー
ル

が
入
り
、
同
型
艇
で
あ
る〈ESPRiT

〉、

〈K
A
RA
SU

〉 （K
IN
G40

）ら
が
順
当

に
続
い
た
。

　
そ
の
後
、陽
が
傾
く
に
連
れ
風
が
落
ち

は
じ
め
、後
続
は
真
鶴
か
ら
初
島
に
か
け

て
の
無
風
地
帯
に
捕
ま
り
、先
行
艇
団
に

大
き
く
水
を
開
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
初
島
か
ら
大
島
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

過
去
の
レ
ー
ス
で
も
常
に
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
き
た
通
称
大
島
へ
の

「
渡
り
」レ
グ
。強
烈
な
潮
流
を
避
け
伊
豆

半
島
に
沿
っ
て
し
ば
ら
く
南
下
す
る
の
が

定
石
だ
が
、今
回
は
比
較
的
早
い
段
階
で

ヘ
デ
ィ
ン
グ
を
大
島
へ
向
け
た
艇
が
、
い

ち
早
く
北
〜
東
の
風
を
掴
ん
で
成
功
し
た

よ
う
だ
。し
か
し
、岸
寄
り
の
艇
団
は
再

び
川
奈
沖
で
漂
う
と
い
う
痺
れ
る
展
開
に

な
っ
た
。

　

大
島
回
航
の
ロ
ー
ル
コ
ー
ル
で
は
、

先
頭
集
団
の
顔
ぶ
れ
は
変
わ
ら
ず
。
こ

こ
ま
で
は
一
度
も
カ
ー
ム
に
捕
ま
ら
ず

に
来
た〈ESM

ERA
LD
A

〉が
、２
番
手

〈ESPRiT

〉に
１
時
間
以
上
の
差
を
つ
け

て
い
た
。
そ
し
て
、「
渡
り
」の
コ
ー
ス
選

択
に
成
功
し
た
何
艇
か
が
後
続
と
し
て

追
う
展
開
と
な
っ
た
。

　

な
か
で
も〈C

R
ESCE

N
T II

〉 
（SEEM

33

）は
初
島
で
は
最
後
尾
の
艇

団
に
い
た
が
、
こ
こ
へ
来
て
一
気
に
６
番

手
に
ま
で
躍
り
出
た
。

最
終
レ
グ
で
の
逆
転
劇

　
大
島
竜
王
か
ら
葉
山
ま
で
の
最
終
レ
グ

に
は
大
き
な
ド
ラ
マ
が
待
っ
て
い
た
。

　
大
島
回
航
で
２
番
手
と
１
時
間
差
が
つ

い
て
い
た
ト
ッ
プ
艇
が
、
午
前
６
時
の

ロ
ー
ル
コ
ー
ル
で
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
た

の
だ
。
竜
王
崎
を
か
わ
し
て
か
ら
風
が
極

端
に
落
ち
、
多
く
の
艇
が
こ
こ
で
長
時
間

漂
っ
た
よ
う
だ
が
、
東
寄
り
に
位
置
し
て

い
た
順
に
カ
ー
ム
か
ら
抜
け
出
し
、
最
終

レ
グ
で
の
ま
さ
か
の
大
逆
転
。
こ
れ
で
後

続
も
大
き
く
順
位
が
入
れ
替
わ
っ
た
。

　
７
時
51
分
、
所
要
時
間
20
時
間
51
分
で

〈ESPRiT

〉が
逆
転
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ホ
ー

ム
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
修
正
の
結
果
、
Ｉ

Ｒ
Ｃ
ク
ラ
ス
の
優
勝
は
、
竜
王
崎
の
無
風

エ
リ
ア
で
差
を
詰
め
３
番
手
で
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
し
た〈K

A
RA
SU

〉と
な
っ
た
。
第

２
位
は
、
惜
し
く
も〈K

A
RA
SU

〉に
は

届
か
な
か
っ
た
が
、
僅
差
で〈Fellow

s

〉

（Y
A
M
A
H
A
33

）が
続
い
た
。
第
３
位

は
、〈ESPRiT

〉。

　

O
RCC

ク
ラ
ス
で
は
、〈T

ICT
A
C

〉 

（FIRST
31.7 T

/R

）が
初
出
場
な
が
ら

見
事
優
勝
し
、
第
２
位
は〈Everything 

Everything

〉（J/V
9.6 CR

）、
第
３

位
が〈CRESCEN

T
 II

〉と
な
っ
た
。

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の「
見
え
る
化
」

　
今
回
、実
行
委
員
会
で
は
、身
近
な
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
の
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の「
見
え

る
化
」を
試
み
た
。

　
写
真
や
リ
ザ
ル
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
速
や
か
な
掲
載
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

各
ポ
イ
ン
ト
の
回
航
時
刻
、
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
タ
イ
ム
な
ど
の
情
報
はT

w
itter

、

blog

な
ど
を
通
じ
て
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
発
信
し
、
ロ
ー
ル
コ
ー
ル
で
の
各
艇

の
位
置
情
報
は
、
た
だ
ち
に
プ
ロ
ッ
ト
し

て
公
開
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
会
公
式
サ

伝統の外洋レース、完全復活

記念すべき第60回大島レースは、5月22日午前11時にスタートした。
大島レースは、葉山をスタートし、初島と伊豆大島を廻る85マイルのオーバーナイトレース。
かつては「花の大島レース」と呼ばれ、多くの参加艇で賑わった。
1951年に第1回大会が開催されて以来、日本最古の島廻りレースとして親しまれてきたが、
時代とともに参加艇が減少し、一時は開催中止に追い込まれた。
しかし、幸いここ２～３年は参加艇が増加しており、今年は30ftクラスから50ft超のビックボートまで、
予想をはるかに上回る22艇のエントリーがあり、久々に賑やかな顔ぶれとなった。

微風の中、初島を目指すスタートする大島レースのフリート

第60回　大島レース

2010年 5月22日（土）～23日（日）

レポート／石丸寿美子(大島レース実行委員会・葉山マリーナヨットクラブ）、写真／濱谷幸江
大島レースの「見える化」はこのような
形で具現化された。ロールコールで得た
ポジションを1艇ずつ手作業で入れて
いく地道な作業
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イ
ト
は
か
つ
て
な
い
ア
ク
セ
ス
数
を
記
録

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
昨
今
の
海
外
の
ビ
ッ
ク
レ
ガ
ッ
タ
で
採

用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
高
性
能
な
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
ブ
映
像
は
な
く

と
も
、ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の「
見
え
る
化
」は
、

工
夫
次
第
で
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。
今
ま
で
、
一
握
り
の
常
連
艇

の
中
だ
け
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
島
廻
り

レ
ー
ス
も
、
こ
の「
見
え
る
化
」を
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
だ
け
で
な

く
、
レ
ー
ス
の
経
過
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

が
よ
り
身
近
で
魅
力
的
な
も
の
と
な
っ
て

行
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
変
化
に
富
む
相
模
湾
の
地
形
と
、
そ
れ

ら
に
影
響
さ
れ
る
潮
流
、
刻
々
と
変
化
し

続
け
る
風
、
最
後
ま
で
何
が
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
島
廻
り
レ
ー
ス
な
ら
で
は
の
醍

醐
味
。
大
島
レ
ー
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
魅

力
が
濃
縮
さ
れ
た
レ
ー
ス
だ
。
こ
の
伝
統

の
外
洋
レ
ー
ス
が
、
相
模
湾
の
定
番
レ
ー

ス
と
し
て
今
後
も
発
展
し
、
末
永
く
続
い

て
行
く
こ
と
を
願
う
。

ファーストホームの〈ESPRiT〉（photo by Sumiko Ishimaru）

IRCクラスの優勝艇は〈KARASU〉。竜王崎の無風エリアで差を詰め３番手でフィニッシュした（photo by Kazuyoshi Tanaka）

初出場ながら見事優勝した 〈TICTAC〉（photo by Sumiko Ishimaru）

外洋レースの隆盛を願う石原慎太郎氏も第60回の記念
レースに参加。存分にレースを楽しまれたことだろう


